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　国教会の聖職者ジョン・ウェスレー（1703 ～ 91）を解釈する際、1980 年迄のプロ
テスタント研究者と 1980 年以降の研究者の二つのグループがあります。第一のグ
ループは 1738 年 5 月 24 日に与えられたアルダスゲイトでのウェスレーの信仰義認の






第一の時期を前期（1733 ‐ 38）、第二を中期（1738 ‐ 65）、第三を後期（1765 ‐ 91）













（ 1 ） 清水光雄『ウェスレーの救済論』（教文館、2002 年）15 ‐ 26 頁（この書物を以下『救済論』と略記）



















　またウェスレーの祝祭として、19 世紀の英国メソジストは組会（10 月 25 日）と命
日（3 月 2 日）記念を祝い、按手礼（9 月 19 日）祝祭を提案しましたが、実現しませ
んでした。そして体験を強調するシュライエルマッハ神学が出現した結果、英国メソ
ジストはウェスレーの祝祭日を 5 月 24 日の回心体験の出来事だけに限定し、1938 年
以降、第一グループと同様にその出来事を毎年定期的に祝い、他の祝祭行事を排除し












（ 2 ） ウェスレーと東方思想との関係は『救済論』33 ‐ 79 頁と、清水光雄『ウェスレーをめぐって‐ 野





























（ 3 ） 『ウェスレーをめぐって』の第二章・第一節を参照。
（ 4 ） The Bicentennial Edition of the Works of John Wesley, editor-in-chief Frank Baker(Nashville: Abingdon 
Press,1984 ‐ )、20：445。なお以下の文章でこの作品は BE と略記し、The works of the Rev. John 
Wesley, M.A, ed. Thomas Jackson (London :Epworth Press, 1829-31) は Works と略記、Letters of the Rev. 
John Wesley, A. M. ed., John Telford (London : Epworth Press,1931) は Letters と略記、John  Wesley、ed., A 
Christian Library：Consisting of Extracts from、and Abridgements of, the Choicest Pieces of Practical 
Divinity Which Have Been Published in the English Tongue、50 vols．(Bristol :Farley、1749 ‐ 55；reprint, 
30vols, London：Cordeux, 1819-27) は CL と 略 記、Survey of the Wisdom of God in the Creation, or A 
































（ 5 ） 清水光雄『ジョン・ウェスレーの宗教思想』（日本基督教団出版局、1992 年）36 ‐ 94 頁（以下『宗
教思想』と略記）、『メソジストって何ですか』（教文館、2007 年）、196 － 227 頁（以下『メソジス
ト』と略記）、『民衆』28 ‐ 34 頁を参照。



































（ 7 ） 『ウェスレーをめぐって』第二章の第二節と第三節を参照。

































（ 9 ） 『民衆』99 ‐ 120 頁を参照。























































　当時の人々の平均年収は 30 ポンド（約 57 万円）で、メソジスト会員の 25％が 30















































（12） 『救済論』187 頁と『メソジスト』198 ‐ 206 頁と『民衆』42 ‐ 9 頁を参照。
































（14） 『民衆』137 ‐ 63 頁を参照。
（15） 『宗教思想』155 ‐ 218 頁を参照。
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と治療の観点から医学の理論的形成よりも、予防と治療の実践的・実験的関心に興味
を示しました。この視点から彼は医学のあり方と医師の診察方法に疑問を抱いたので
す。
　医学の方法に関し、当時の医者たちは仮説に基づく治療法を探求し、難解な理論を
展開し、貧困者に読解不可能でした。英国の代表的医者シドナムの方法論は歴史上現
れた種々の病気を調べ、それらがどのような症状を呈し、どのような治療が行われて
いたかを克明に記述し、病気が実際に治る具体的原因を知り、臨床実験に基づく自然
治癒をシドナムは重視しました。彼から学んだウェスレーは治療に仮説は不必要で、
具体的な実験的・経験的知識を求め、伝統的な治癒技術を探求したのです。
　医者の診察態度・効能・診療報酬などの件で、医者たちが患者と真摯に向き合って
いないとウェスレーは批判します（BE、26：235f）。彼らは自分たちの富のために病
人の回復を意図的に引き延ばし、利己的な願いにとりつかれ（BE、2：272）、患者の
信頼性と期待を失い、「神を畏れる医者たち」であるべきだと彼は訴えます（Works、
14：313,317,318）。彼が願う医学的書物は ｢治療を古代の基準に戻し、全ての仮説か
ら治癒を解放すること｣ で、治癒書の内容は ｢安全で、安く、簡単な治療｣（Works、
14：310f）でした。しかし現実の状況では、「私が今なお困難を感じるのは、多くの
貧しい病人が存在することです。多額のお金を使いながら、治療効果が少ないので
す。・・・病人はやつれていき、ある家庭は崩壊し、治療効果は」なく、貧困者が捨
てられていく状況でウェスレーは無料診療所を「異常的試み」（BE、9：275）として
開設したのです。
　ウェスレーは野外説教に励み、多くの巡回区で学んだことは医学的配慮の欠如のた
め、会員が病気に倒れ、死に至ることでした。病人の医学的助言と健康維持のため、
彼は 1741 年頃から地域の医療支援ネットワークを形成し、指導グループの援助でメ
ソジストは ｢苦しみの状態にいる全ての者｣（BE、3：387）の定期的訪問活動を組織
的に始めました。
　私たちは教会で魂だけの癒し活動に参加しているのでしょうか、それとも、魂と肉
体の両者の癒しの働きに関わっているのでしょうか。地域の訪問活動による魂の孤
立・孤独死に対応し、隣人の健康維持に仕えることは教会の宣教なのでしょうか。
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５　人間の救いと創造全体の救い（16）
１．死生観
　人間が死ぬと「天上」に導かれ、動物等は魂の欠如故に、天上に行けません。ウェ
スレーは後期迄この理解を受け入れましたが、晩年は被造物全体の回復・変容を目指
す新しい天と新しい地の「新天地」の考えを展開しました。それでは彼は動物の魂を
どのように理解したのでしょうか。
２．動物の魂
　動物の魂を拒否した神学者にアウグスティヌスがおりますが、動物の魂保持を主張
する英国の学者としてクラークやハートリー等の当時の少数意見をウェスレーは知
り、全被造物の回復・万物の完成を説く東方のエフライムから動物の魂の問題を学び
ました。またこの件に関する論争が大学で行われ、彼自身も「ウォール講座」で講義
をしましたが、講義資料が残存しないため、彼の立場は不明確ですが、動物は魂を持
つことを弁護したと思われます。そして説教 ｢三位一体｣（1775）で同様な動物魂保
持を彼は再確認しました（BE、2：382）。
３．終末論
　キリスト教に二つの終末論、千年期前終末論と千年期後終末論があります。千年期
とはキリスト教では黙示録 20 章に出てきますが、ウェスレーの前期から後期迄は国
教会と同様、前者の立場を受け取り、この立場を説教集の序論で示しました（BE、
1：105）。しかし 1775 年に弟子のフレッチャーから前者の立場をメソジストの教理に
したらどうかとの提案を受け（BE、26：613 ‐ 6）、終末論に関する論争がメソジス
ト内で行われ、ウェスレー自身も説教で後者の立場にも触れるようになりました。
　千年期前終末論も千年期後終末論もイザヤ書 65 章で描かれる正義と平和の実現を
それほど遠くない未来で神が創造することを求めましたが、前者は人間による諸活動
で新創造への移行が促進されることに関心を示さず、キリストの再臨が劇的に起こ
り、神の力で一方的に正義と平和が実現されると考えました。しかし後者は終末で人
間の地上での変革活動に関心を向け、キリスト者を力づける聖霊の働きを前者が充分
把握しなかったことを批判し、人間の変革活動達成のため、勝利する劇的なキリスト
の再臨を拒否したのです。
　ウェスレーは先行の恵みに由来する人間の主体的応答性を強調し、義認前・後の聖
（16） 『ウェスレーをめぐって』第三章の第二節、3 を参照。
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なる生活の実現、例えば治癒的聖化や貧困者自立支援活動のための応答的主体性を会
員に勧めましたが、終末での被造物改革のための人間活動に関心を示さず、終末の出
来事を個人的なキリスト者の完全の実現に求めたのです。しかし、人生の晩年の説教
で千年期後再臨説に触れ、神の新創造の働きに関心を持ち、この領域でもメソジスト
運動が社会的・政治的力ではなく、聖霊の働きに積極的に応答する人間の主体性を述
べたのです（BE、2：529f）。
４．千年期後再臨説の承認条件
　ウェスレーは神議論の正当性を長期間疑っていました（BE、2：423 ‐ 35，499）。
堕落した人間の再生と同様に、被造物が原初以上の状態に移されないならば、神はサ
タンに負けたことになると嘆きます。動物の原初状態は全て善・幸福で、動物の苦し
みや死も罪も痛みもありませんでしたが、神が終末で動物をこの堕落以前の状態に戻
すことを彼は拒否しました。しかし当時の ｢存在の秩序｣ の哲学的書物を学ぶことで
彼は神議論の問題を解決しました。ウェスレーは『神の創造的知恵・自然哲学概論』
（1777）を 19 年間かけて編纂しましたが、そこに自然主義者ボネの作品を抜粋しまし
た。ボネによると、堕落した人間がこの世で動物に与えた悪の贖いとして、神は終末
で動物たちを存在の秩序のより高い所に移行させ、人間が天使になるように、動物た
ちをも人間の理性・意志のレベル迄に高め、彼らに更なる偉大な能力を与えるのでし
た（Survey、4：73）。
　デカルトの影響下で、動物虐待が日常的であった英国に対して、自然哲学者たちか
ら多くの影響を受けた晩年のウェスレーは説教で動物福祉の徹底と動物の究極的救い
を断言し、西方教会では希少価値であった動物神学や環境問題を先駆ける神学者に
なったのです。
